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　　験給実面のもばれ行務9後の密と域　生準て今こて年民れる1
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表1賃金の動き
事業所規模30人以上（現金給与総額）

名目伸び率 実質伸び率

50年 14．8％ 2．7％
51

12．5 2．9
52

8．5 0．5
53

6．4 2．5

54
6．0 2．3

55
6．3 △1．6

56
5．3 0．4

57
4．5 1．7

58
3．5 1．6
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上で増’Fすこま三調たく’十・実労さ
回見加均指のつ・で場下実八八質者ら
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　と転前のか（％つ　つ増はか増帯
伸六じ年一雇表をた実た加○ら加と家
び月菟をつ用2大こ質9と・五率一計
率か　 二で情罵幅と増特な六十は般0）
もら月・あ勢
月七間三るは
をカの％所’
追月動上定景
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て続をり労の
高し育ケ三働動
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に等加につ％七’世消
下か率勤たと年五帯費
回らは労も五二＋を支
る五’者の十・六合出
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　七金帯、年％のせつ
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表2　消費支出の増加率

名　目　増 加　率 実　質　増 加　率

全　世　帯 勤労者世帯 金　世　帯 勤労者世帯

50年 16．1％ 16．8％ 3．8％ 4．5％
51

10．6 8．8 1．2 △0．5
52

9．0 9．6 0．8 1．4
53

5．9 5．2 2．0 1．3
54

6．4 6．8 2．7 3．王
55

7．4 7．1 △0．6 △0．8
56

4．1 5．5 △0．8 0．6
57

5．5 5．9 2．7 3．1
58

2．5 2．3 0．6 o．4

る需経府　改い期低六一をい
こ要済は以善てま下一～四る
とを運五上0）はでし倍三半9
と中営十の動’岡た’月期こ
し心の九よき○率が七期ごの
雇と基年うが・で、～○とよ
用し本度な見六推そ九・のう
のた的の経ら二移の月六動な
安景態経済れ倍し後期四き状
定舞亀度乖斉一時たと、、Of音で況
をのと見勢0わ十五。’見下
図持し通に　ず～十五四るで
り続てしか　か十八九～と有
’的’にん　で二年倍六’効
物拡扇おが　は月七と月五求
価大内いみ　あ期～次期十人
のを民て’　るに九第〇七倍
安図間’政　がお月に・年畢

状の金る犠し微守憲獲申る⑧瓜の組を言ろ建六題大財
況抑欝こ　て底備策　が個情箸関穐始さでと年と化政一
下制のと前　し範の同提別報　優　めれあ行になし赤友
で等整と年一・た囲着調供具公⑥　②とたり政臨つ硬字
行を環k度般節を実査さ体開公地現す三’改時て直（近
わ基合　同会減見な会れ的・務方業る公五革行い化赤年
れ本理一額計合直実の菟な行具行・諸社一トの政駕し字の
菟方化般墨予理す施答　改政　嘆特改改八方調　た国我
　針の行ド算化等を忠五革手⑦　殊革菓年策査こ財債が
　と積政にのを0）図に十案続予④法案　三を会の政）国
　す極経財一行見る盛九を等算補人に年月検をたのをの
　る的費政般う地なり年提の・助等引金第討設駿再抱財
　な推の規歳こかく込度言各舞金　続等三し鼠　建え政

磯縫賎冨解鴇葎餅縫憲曙藁欝
　厳び　圧つ基経財た算最に財⑤　①度申た財は急り巨
罐騨聴鶴雑麩糠擁纏踏畢藻月誘

方’
針五
　十
　九
　年
　度
　予
　算
　編
　成
　の
　基
　本

し定
て基
い調
るを
q引

　き
　続
　き
　維
　持
　す
　る
　等
　の
　方
　針
　塗
　那

表3　生活保護費と国の予算の年次推移

～
40年度 50年度 55年度 57年度 58年度 59年度

予 億円 億円 億円 億円 億円 億円

一般会計予算　（A） 36，581 212，888 425，888 496，808 503，796 506，272

算 社会保障関係費　（B） 5，183 39，282 82，124 90，848 91，398 93，210

厚　生　省　予　算　（C） 4，787 39，067 81，495 90，168 90，615 92，491
額

生　活保護　費　（D） 1，059 5，347 9，559 10，456 10，858 11，394

各め護 ％ ％ ％ ％ ％ ％

予る費
算生の
に活割

対一般会計予算（D／A〉
対社会保障関係費（D／B〉

2．9

20．4

2．5

13．6

2．2

11．6

2．1

11．5

2．2

11．9

2．3

12．2

占保合 対厚生省予算（D／C） 22．1 13．7 11．7 11．6 12．0 12．3
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表4　昭和59年度生活保護基準の改定
（1級地）

　第　39　次

（58年4月1日）

第　40次
（59年4月1日） 摘　　　　　要

1．生活保護基準 円 円 第40次

〔基準生活費〕 （標準4人世帯基準額）

田居宅（L類十2穎） 1級地　152，960円

。標準4人世帯 月　148，649円 月　152，960 2級地　139，197円

③期末一時扶助費 3級地　125，428円

・居　　宅 11，030〃 11，270〃

。収　　容 3，950〃 4，040ク

〔収容保護棊準〕

1コ救護施設 月　　47，910〃 月　　49，300ク

（21更生施設 月　　50，760〃 月　　52，230〃

〔加　算等〕

叫妊産婦加算

・妊娠6ヶ月宋満 月　　7，410〃 月　　　7，570ク

・妊娠6ヶ月以上 月　　11，150〃 月　　11，400ク

。産　　婦 月　　6，870〃 月　　7，020ク

12）老齢加算

・70歳以上 月　　14、600〃 騰．溜騒1蔀
・68歳以上70歳未満の病弱 月　　11，000〃 茨院．綿月ll：器

者

⑭母子加算 月　　19，000〃 撫．調男ll：融
児童が2入の場合に加え 月　　1，520〃 灘．入諄礪1：靴
る額

。児童が3人以上1人を増 月　　　760〃 灘．綿月　慰
すごとに加える額

㈲障害者加算

・障害等級　1級・2級 月　　21，900〃 灘．調月ll：纏
・障署等級　3級 月　　14，600ク 帽　　　宅）月　14，βOOケ

（入院・入所）月　M，600〃

・重度障害者家族介護料 月　　6，660ウ 月　　　6．660〃

・介護加算 月　　10，550ケ 月　　10，550〃

。重度障害者他人介護料 月　　33，60D円以内 月　35，800円以内

⑤在宅患者加算 月　　10，740円 月　　10，980円

⑥放射線障害者加算

。負傷又は疾病の状態にあ 月　　32，500〃 月　　32，500〃

る暫

・負傷又は疾病の状態に該 月　　16，250〃 眉　　16，25D〃

当しなくなった者

（71多子養育加算 月　　7，000〃 月　　7，000〃

（81人工栄養費 月　　9，640ク 月　　　9，850〃

佃入院患者口用品費 月　　18，660円以内 月　　19，070円以内

（10〕一時扶助巽

。布団類　　新　規 18，400 13，400

再　成 11，100 11，100

。災害時被服費 　（夏季）　　（冬季）
（4～9月）（10～3月）

　（夏季〉　　（冬畢）
（4～9月）（10－3月）

1～2人世帯 13，090円以内23，3DD円以内 13，400円以内24，00帽以内

3～4人　〃 24，600虞　39，40D＾ 25，300〃　40，60D∠

5人 31，600∠　49，9DOイ 32，6DO　z　51，3DD・

1人増すごとに 4，803∠　　6，90D虎 4，goo　疋　　7，玉QO　‘

・被服（平常着） 8．400円以内 8，400円以内

・新生児の寝具等 34，000 34，000

。入院時の寝巻 3，000 3，000
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第　39次
（58年4月1日）

　第　40　次

（59年4日1日）
摘　　　　　要

。常時失禁患者等布沿むっ 12，000円以内 エ2，000円以内

紙おむつ 18，000 18，000

・家具什器

一般基準 23，000 23｝OGO

特別基準 38，000 38，000

⑪入学準備金

小　学　校 30，800 3L200

中　学　校 35，80D 36，2GO　〃

2，教育扶助基準

小　学　校 月　　1，630円 月　　1，660円 ◎基準額のほか、学校給食費、通学の

ための交通費クラプ活動に要する用具

類等については実費支給

。中　学校 目　　3，240〃 月　　3，28Gク ◎学級費等にっいては、特別基準によ

り、小学生300円中学生400円以内の額

を一般基準に上積みして支給

。災害時の学用品費の再支
給
　
小
　
学
　
校 8，500円以内 8，600円以内

◎就学奨励法による再支給額と同額

中　学　校 17，100 17，300

3，住宅扶助基準

（11家賃・間代等 月　　9，000 月　　9，0DO

③住宅維持費

・一般基準 85，000 85，000

・特別基準 115，0DO U5，00G

4．医療扶助費 一 一 ◎国民健康保険及び老人保健の診療方

劃及び診療報酬の例による。

5．出産扶助基準

。一般基準

施設分娩 75，000 90，000

居宅分娩 82，000 95，0GO

・特別基準 100，000 100，000

・衛生材料費 3，000 3，000

6．生業扶助基準

（11生　業　費 30，000 30，000

121技能修得費 30，000 30，000

⑥就職支度費 2Q，QQO 2Q，QOG　〃

7．葬祭扶助基準

・大　　人 105，000 105，000

・小　　人 84，000 84，000

・死体運搬料 10，800円 12，200円

8．勤労控除等 ◎稼動日数が21日以上で一定額以上の

①業種別暴礎控除 収入を得ている場合は、収入に応じて

①の職種 月　　17，210円以内 月　17，590円以内 控除額を増額

〔2）の職種 月　　22，930 月　　23，430

（3）の職種 月　　28，860 月　　29，490　〃

③特別控除 月　117，400 120，000

㈹新規就労控除 月　　7，500 月　　7，500

幽米成年者控除 月　　9，goo 月　　10，100

㈲不安定就労控除 月　　4，000 月　　4，000

㈲実費控除 実　費 実　費 ◎社会保険料、組合費、通勤費等

171検診命令の文書料 3，000円以内 3，00G円以内
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ゑとにる医維れ　ツ築要図度民たことののるにと二）央基のっ扶

嶺縢漏謙藤暴難婆季舗號潔
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額しつ桜の費いと動見中基い穫な
にたい国支てし向具心準て以蕃状
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いの二十のの込“対をな
てで・八消伸ま具応踏す
はあ九年費びれ体しま生
　菟鰯度水率る的て柔活
一　のに準を五にそ　扶
擬暮1翌難報鞭助
所世上　勢と年府き国基
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扶下準況
助こ改下
別れ定で
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る　表五
9の4十
　趣の九

各
扶
助
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準
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改
定

五　二担い％予前国　活行助の
　　Q分る’算年のそ水い基生以
　　○を（厚額度予の準、準活上
　　億含衰生は比算結を国を保σ
　　弩離報購果灘〒謝
　　達総γ算0）九’五し民九係な
　　し事あ額→％一＋発に％予状

　　　四方め・こで費　の定活年
　　　’負て三の対の　生を扶度

表5　昭甜59年度における生活保護法による保障額の具体的事例

（月額・円）

標準4人世帯 母子3人世帯 老人2人世帯 老人単身世帯

35歳 男（日　雇）

30歳 女

30歳

9歳

女
男
（ 小学生）

72歳 男

70歳 男

9歳

4歳

男（小学生〉

女

4歳 女

67歳 女

1級地 2級地 3級地！級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地

生活扶助基準 152，960 139，197 125，428 n7β86 106，817 96，253 92，008 83，740 75，448 59，238 53，904 48，567

老齢加算 ｝ 一 一 一 一 ｝
14，8GO 猛，8D態 14，800 14，8◎o 14，soo 14，800

母子加算 一 一 一
20，740 20，740 20，740

一 一 一 一 一 ｝

教膏扶助基準 1，660 1，660 1，660 1，660 1，66G 1，660
一 一 ㎜ 一 一 一

住宅扶助基準 9，000 9，00σ 5，000 9，00D 9，000 5，000 9，00G 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000

基礎控除 23，蔓30 23轟30 22，020
一 ｝ 一 一 一 一 一 ㎜ 一

合　　　　計 187，050 173，287 154，108 148，786 138，217 123，653 115，808 107，540 95，248 83，038 77，704 68，367
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昇っ大七にし産
　い幅万おてに

基
準

げの五別は家つ
る限十基別賃い
こ度九準に’て
と額年が都間は
とを度適道｛　、
しま也に用府等一
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　実いる級般準
　態てこ地基は

し円六校校上つ
発か六の教昇い
　ら○場育’て
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　八中額出帯来
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　　に○を備
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　○い円慮に
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表6　生活扶助基準改定率等の推移

生活扶助基準

（標準4人世帯）

全国勤労者世帯

家計消費支出
　（1人当り）

賃　　　　金

（全国・調査産業計） （全国

消費者物価
　　　総合）

改定率 指　数 伸び率 指　数 伸び率 指　数 伸び率 指　数
40年度 一％ 100．0 一％ 100．0 一％ 100．0 一％ 100．0
41

13．5 113．5 10．8 110．8 11．4 114．4 4．7 104．6
42

13．5 128．8 10．1 122．1 12．2 125．O 4．2 109．1
43

13．O 145．6 14．1 139．3 13．7 142．1 4．9 114．3
44

13．0 164．5 12．9 157．2 16．0 164．8 6．4 121．6
45

14．0 187．5 13．5 ヱ78．4 17．3 193．3 7．3 130．4
46

14．0 213．8 10．1 196．4 14．3 220．9 5．7 137．7
47

14．0 243．7 11．2 218．5 16．3 256．9 5．2 145．0
48

14．G 277．2 18．2 258．2 22．2 313．9 16．1 168．4
49 200

333．3 23．8 319．5 28．1 4G2．1 21．8 205．2
50

23．5 411．7 14．5 365．8 11．8 449．5 10．4 226．4
51

】2．5 463．2 9．2 399．5 11．7 502．1 9．4 247．7
52

12．8 522．5 8．2 432．3 8．3 543．8 6．7 264．4
53

11．0 580．0 4．6 542．4 5．7 574．8 3．4 273．3
5‘ 8．3 628．1 7．2 485．1 6．5 612．2 4．8 286．3
55

8．6 628．1 6．6 517．0 6．3 650．8 7．8 308．8
56

8．7 741．5 6．3 549．3 5．3 685．3 4．0 321．3
57

6．2 787．4 5．2 577．8 4．5 71δ．1 2．4 328．9

を食　　　○
整物勤勤○
え費労労○

等費’
の及稼
経び働
費稼に
に働伴
対者つ
応とて
すし増
るて加
とのす
と体る
も裁飲

九者控れ護に
年控除て世’
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い実控需立者
て費除要をの
咲控’の助勤
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種適就等る欲
別用労に観を
基さ控応点促
礎れ険じか進
控蒐　て皇k
　　未　戒除五成基け被
を十年礎ら保
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表7　被保護世帯の一般世帯
　　に対する消費水準格差

東京都の一般勤労者世帯
を100％とした場合の被
保護労働者世帯の格差

40年度 50．2％

41
51．7

42
52．0

43
52．7

44
52．9

45
51．3

46
53．2

47
52．2

48
56．0

49
56．4

50
57．9

51 57．1
52

58．5
53 58．8
54

58．9
55

59．1
56

59．4
57 61．2

をの応す　　六
保生じべ生
障活てて活
馴難霧舞
も健な民制保
讐巽薙護あ文をし・　基
る化行’国準
　的いそが
そな’の生
し生そ困活
て活の窮に
’水最の困
そ準低程窮
測竪葛

一成働曳　こ七除田額九合て
○年者　 こと　昏二に二（）月
○者の所のと四つ引万円額二
円控勤要ほし○ヤ・き二に一級
に除労のかた○て上”万地
引も意改収。円はげ九日七の
き月欲善入　か’る三雇’醤
あ額のを金　ら年こ○’二務
げ九助図額　十間と円農一具
る、長る別　二のとか業○
こ九箸＝と基　 万ヨ空しら等円内
と○をと礎　円除鷹二のか職

嘱昌騰暴ま灘甥たかと宋に　きをた’の万職
　らし威つ　上十特四場七種
　一た年い　 げ一別三合’の
　万未稼て　る万控○月五場

華讐疑雛こ議獣蘇誘薮（1）鷲
と一い分必を保のに具れ年、＜＼1・基四の生生れ

れる日る衣わの度る国九た方（（っっっ方る具
る一で絶食ち考でこ民年ど式三二いたい法。体
べ般曝対住単え保との度り（十十てカ1ての　的
き国　的をに方障と消よつ四六三は　は変　に
で罠一な充肉もすな費りつ○年年’特’遷　示
あの定保足体大るつ水前改年～～マに今　　し
る生の障す的き最た準述善～三三1生年　　た
と活地水れ生な低9ののが五十十ケ活度　　も

表8　課税最低限と生活扶助基準の三ヒ較（夫婦子2人）

課　税　最 低　隈 生活保護基準 （注2） 参 考

所得税

　　　A

住民税
（注1）B

生活扶助

　　　C

（参考）生活扶

助十住宅扶助＋

教育扶助十期末

一時扶助　D

C／A C／B DIA DIB

円 円 円 円 ％ ％ ％ ％

47年 1，037，860 865，766 516，810 570，510 49．8 59．7 55．0 65．9

48 1，149，060 1，016，000 595，780 668，550 51．8 58．6 58．2 65．8

49 1，707，000 1，218，000 730，190 822，550 42．8 59．9 48．2 67．5

50 1，830，000 1．309，00ゆ 874，380 975，740 47．8 66．8 53．3 74．5

51 1，830，000 1，418，000 989，220 1，094，330 54．1 69．8 59．8 77．2

52 2，015，000 1，418，0DO 1，n3，130 1，254，050 55．2 78．5 62．2 88．4

53 2，D15，000 1，490，000 1，237，120 1，392，770 61．4 83．0 69．1 93．5

54 2，015，000 1，584，00G 1，346，030 1，505，120 66．8 85．0 74．7 95．0

55 2，015，000 1，584，000 1，460，560 1，623，060 72．5 （83，1） 80．5 （92．4〉

（1，757，000

56 2，015，0DO 1，534，QOO 1，586，66D 1，753，430 78．7 （84．2〉 87．O （93．o）

〔1，885，000
57 2，015，000 1，584，GOO 1，694，520 1，864，5工0 84．1 （89．9） 92．5 （98，9）

（1，885，000
58 2，015，000 1，888，00D 1，767，360 1，938，920 87．7 （88、4） 96．2 （96．9）

（2，0DO，000

59 2β57，000 1，822，330 1，995，240 77．3 84．7

（注1）他との比較のため1年繰り上げている。（）内は非課税限度額である。
（注2）1級地、標準4人世帯の暦年額である。（米価補正を含み、臨時措置一時金は除く∂
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④厚生省社会局保護課・監査指導課監修　　⑳A5判・420頁／定価1100円・〒300円

　生活保護実施に必要な生活保護法，保護の基準，実施要領，最低生活費の認定，収入の認定，

　医療挟助運営要領等を収録。生活保護に携わる実務者必携の書として，わかりやすく編集した。

蒙会穫全国社会福祉協議会・出版部雲lll，畿獅羅鷺羅1翻
Oお申込みは・お近くの書店または，代金・送料を添えて，上記あてにお願いします。
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し施施で国精る福
て　設　設　あ　立　神　保　祉

取をや免保薄護施
扱利母　養弱施設
う用子　所者設入
もす寮　に援’所
のる等　入護身者

施計計準　と入て基題入のに者　　図た残いの　あか活無該体　と算な設
設上上生しし所　本と所認区と老か　の　てωなるかにく施障な　の生入
謡繕勢麓瞥鷺鱗触踊1遜）脇蔓。茄搬灘岐聾磐
者る場とっ
に間合入て
かはに院’
か’は患岡
る入’者一
加院入日の
算患院用月
額者患品に
を又者費お
目は日をい
割社用あて
で会品わ居
計福費せ宅
上祉がて基

か者はが退受れ患母加中除第算に今
かと”院けた者子算途す4のよ回
る入棊こ退てこ又及ののるの取り’
鷺齢哲震雛騒琶騨麺）
額者活取た者伴会害い入と実が福別
の又費扱場がい福者
変はのい合月’祉加
更社変にのの既施算
を会更つ取中に設の
行福とい扱途当入額
う祉あていで該所が
こ施わはが入加者在
と設せ、聞院算と宅

所し質示祉表
又た的さ施第
は’なれ設1
退　意た入第
院　味ア所2
退　を」者章
所　失とにの
に　　つかつ2

算もそ入福軽
をのこ所祉費
適でで旗工老
用あの設場人
する生で入ホ
るこ活は所1
こと状あ者ム
とか況るに（
とらもがつB
し’在’い型
た在宅措て）
も宅で置は及
の者ので’び
でに生は当身

の要に
必がつ
要充い
性さて
もれは
なて’
いい施
もる設
のこに
でとお
　かいあ

　らて
る’必
こ加要

一11一



奄盈当楼き加中　等計額福る　上期を又基て祉つれ居たる又収る活　す
　行該　那算途まの上は祉者なす間計は準計施いも宅日こは容場費たる
　フ加そ由霧で夷取の同施力1凝るに上社生上設てが基又と末基合とだこ
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でそ童施て養定つ

鯉の表な楼童扱子
鷺奪蕪い薯

　及2こ加設　 加

　び章と算に　算
　㈲のを及入　 に

　の3明び所　　お

入31児て又　とに3扱扱　ヤ喉乎を着いい贋手いや生扶　ると回活ら処お
所日童楼はなかつのいいなの　当行目なて　当るか計養今　 し母上’遇いし現と　児苑らい13堕の餐判生やつしいも生がたなを手回　∫子のこがて
て葎な母童　削て並ぶ中脊断活児ててこ母活支姿成同当の　取加特れ行必

　童庚育る　も無〔2）第に母ものる駿とが様父なにを童柱例　た算と出で充
母福　加児新のくの1つ子の面支　すあ親子っは目ので凡　もの判身あた
艦雑離離鍔留舘盤凝蝶て鍵寡繋の欝擬蓬
算設3対つ転蒐たび章のの蒐取は扶扱屯方にい扶しの父児　で児・のとけ
又に月象い出　こカの取取　扱別養いにがつる養て健と童　あ童今生かの

行費
つの
て再
い支
る給
就基
学準
奨額
励に

級円謄臨㍊蹴獅臥耀災㌶譲海純携難穆

善 で意を扶
あの踏助
るうまの
　ええ適
　運’用
　用次に
　さ官当
　れ通た
　な達つ

きっ　合由内つっ救団
てて一ににでいた助類
い生亥対よ雌ても法’
る活　応りり遷のに被
も費年す臨べ　でよ服
のの々べ時き本ある類
とやのく的費来る碁の
考り生設に用経“準支
えく活け多に常　に給

げ’団改
を塁類定
菟救被
　助服
（法類
㊧にの
第よ支
6る給

と該の取在定
と加状扱にの
し算態いお対
たのがにい象
の対消つてと
で象滅いもさ
留児すてなれ
意童るはおて
さとま　、同お

一12一



算　／
に医）

襟1
て助！

生費1
活は1
舗1
費五！
約十㎏
一短
兆年1
一度！
千の1
彌！
十予1

製卸
占のミ

めう㌔
　ち
医約｝

療六1
扶千1助二・
人百〕
員邸
も十1
被六1
保億i
護円1
人でr員約’

医
療
扶
助
に

よ

る

入
院
患
者
の
う
ち

特
に

畏

い

て医
　療
　扶
　助
　の
　適
　正
　運
　営
　の
　推
　進
　に
　つ

医
療
扶
助
の
運
営
方
向

努た　きて　なの護　の
めつ昭い医こつ傷開さ約
らて和
れは五
た’十
い特九
　に年
　次度
　のの
　点医
　に療
　留扶
　意助
　しの
　た運
　運営
　営に
　に当

9療のて病始ら六
扶よいを世に割
助うる理帯’を
ににり由の保占
か’　とう護め
か生　 しちのて
る活　て世開い
ウ保　い帯始る
工護　る主状“
イの　 もあ況
卜実　のるを
は施　がいみ
極面　約はる
めに　七世と
てお　剖帯’
大い　と員保

　承援村助退をのりを　な病期期
ま知助等を院充家’図長処状のの
たしは関必が分族社る期遇’外入
　てど係要可にが会見入の受来院
保おの機と能把か復地院確療患患
健くよ関すと握か帰か患保実者者
所こうのるなしえをら者を態に及
　とに地のつてて進のに図等つぴ
市がな域力こたお㌧、め取つるをい外
町必つ住　場くるるりい必的て来
禁要て民ま倉こ間た組て要確蔓患
等でいにたにと題めみはがに　者
のある対保どははにがそあ把この
関奄かす健のも何は璽の免握れう
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まき生とろるのとに師と当
さる活のう医誰し及ととた
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どてるつ収立給たr度十暴て1導労い免巾れ策し暴
がの返い入強をと百の七力いス監指る　心らのて力
骨告還ての喚防こ十適年団覧に査導炎そにケ推’団
子発額の調　止ろ＿正度関　つ時中　の総i進五闘
と等の指査②すで　な監係な法決導・保るあ号運査者
つ的定の審護たるL用結等
て措’徹査のめ0通の果関
い置徴底と申のそ知推を連
るを収’申請組の（進ふケ
　厳’③請時織要前にまi

いにのな結点ス」十係
ておケお果検にを六者
再い1”をつ主年等点てス引着実い眼度に稜も等き爽施て琳によ
を、も続にし、項rる
実昨あき効て保に不不

不
正
受
給
防
止
対
策
の
推
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導
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能
の
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実
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況
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と
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携
状
況

（コ （→て

的　か
にケ。ケ組
行l　l織
わス　ス的
れ診
て断　断組
い会　会の
る議
か結　等況
Q果　組
　等　織
　を　的
　踏　取
　ま　組
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　組　さ
　み　れ
　が　て
　組　い
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日（⇒（→ミ
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ら事れ事か導串
れ業て業
て計い計
い画る画
るのかに
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状
況
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定
期
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確
認
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要
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事
業
の

遂
行
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必
要
な
実
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方
法
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計計
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即
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た

実
行
可
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の

と

な
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藤
醸
那
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状
況
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れ

に

従
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資
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収
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届
出
義
務
履
行
の

遵
守
の

指
導
状
況

処
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方

針
及
び

指
導
方
法
等
の

検
討
状
況

暴
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団
関
係
者
等
関
連
ケ
1
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総
点
検
等
組
織
的
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組
の

状
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日
わ
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さスいつで　ていのゆ遇あ状たとて等め’画’
吃指るてあ9第るみる困蒐況1モでいにの職等當
に導かケるで一たでr難　」　あるつポ員のに

るき立るるこに抱現　〔⇒もの度要な問す害事　あ一針びまのは織て個く
カ1ケしにこと当え業い　の掌新なさ題る要業ま奄人等問柔保言的い人た生
　1て当と礫つて員わ処で把らこれ点た因計た　一が題　護うにる的め活

　等。1　。もにめは処ケ
こがまス従述留に解遇1
の組た診っべ意’決困ス
展織決断てたしこで難の
開的定会　がなれきケ取
ににし議処組けらな1組
当展た等遇織れケいスみ
つ開方の方的ば1問L
てさ針体針になス題は
査れに制を対1らのを、
察て基が決応な処多一
指いづ確めすい遇く人

をrるこいイの進所
チ幹9とてン士捗長
工部以が適ト気状等
ッ職上組切が等況幹
ク員の織な掌組’部
ポに考運指把織業職
イよえ営示さを務員
ンる方上やれ円推に
ト運か非配’滑進よ
と営ら常慮同に上つ
し管本に等時運のて
た理年重がに営阻’

人組点所動ま行のなに保に　織　を　　と　向　で　わ　一で　半四　は　護

ま的改し’もれは断’行
でに善て決なてなや保政
周策すの定いいく活護を
知定る運実。な’動の円
徹さた営施そけ福の決滑
底れめ方上のれ祉み定適
し’の針のたば事に実正
て同具、諸めな務よ施に
い時体事問にら所つが運
くに的業題はなとて現営
必現取計等・いし行業し
要業扱画を管こてわ員て
が員指及ふ内と組れのい

珊医状指づ四主し療れの指状に扶中　　五
項療況導く十治た扶て促導把’助で医
に挾L状r五医も助い進の握①人大療
つ助及況長年訪ののる等推にレ員き扶
いをび旨期四問で適q各進基セ等な助
て適rr入月等あ正こ面　づプの位は
チ正嘱レ院一に菟実れに③くト増置前
工に託セ患日よ　施ら亘長稼点加を述
ッ実医プ者付るこののる期働検に占の
タ施制ト等社rの推こ対入能の伴めと
ポす度整の保病着進と策院力励いてお
イるの蹟実第状眼一をの患の行適お裂
ンた活　態七把点を考推者検　正り
トめ用点把十握と主慮進の討②処’生
との状検握二のし眼kが社又的遇特活
し基況のと号状て事　要会は確のに保
発礎L実そに況楼項r請復療なた医護
　的等施の基Lマ　と医さ帰養病め療の

た特はスに察組の　て導
　に非のよ指織理以チ機
　重常審る導的由上工能
　点に査r機運でがツが
　を重及訪能営あこク効
　置要び問でにるのポ果
　きで現計あ当が項イ的
　チあ業画りつ’のンに
　エる員の’て言着ト働
　ッ 9に進と中う目艮とヤ・
　クこ対行り心ま点して
　すのす管わとでのたい
　る、点る理けなも改もる
　こに助L査るな正のか
　とつ書と察のく部で等
　　い指r指は業分あに　とて導ケ導・務とるつ
　しもLI員査のそ。い

　　第切医個二
な療別
処扶指指
遇助導定
の受　医
確給　療
保者　機
　に　関
　対　に
　す　対
　る　す
　適　る

　五
進

　医
　療
　扶
　助
　の
　適
　正
　実

施
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四

実

施
体
制

の
確
保

②〔⇒　（→一

　分精診理生医

生酬れ護助
塗のて制に
　請い度対
結求るのす
核はか趣る
予適。旨理
防切　及解
法に　びの
等行　医状
他わ
法れ　扶
はて　助
適い　に
切る　関
にか　す
活。　る
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れ　　取
て　　扱
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嘱　レ
託　セ
医　プ
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神　備
科

業　点
務　検
委　状
託　況
医
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活
動
状
況

日〔⇒（一1一
い

る保長病医
か健期状療
。所入は扶
　’院的助

医患確受
療者に給
機等把者
関の握に
等実さ対
関態れす
係把てる
機握い指
関はる導

　と適か’
の確。援
連に　助
携実　の
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適さ　況
切れ

　にて
行い

　わる
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てo

四

待
殊
勤
務
手
当

の
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給
状
況

（⇒o呈ニ
ケ新現　糞
r任業　察
ス現員　指
研業等　導
究員に　員
会等対
等にす　現
職対る　業
場す研　員
内る修　の
研研の　適
値…｛r参　実　　　才各

はは施　者
適適状　の
切切況　確
にに　　保
行行　　状
わわ　　況
れれ
てて
いい
るる
かか

察
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員

現
業
員
の

充
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状
況

四　口　（つ　（→二
さ　て　か　に
れ地い同。現行ケケ
て区る行　業わIl
い担か訪　員れスス
る当。問　にての審
か替　を　指い内査
o時行渠る容及等　う　　か審び
　に　等　指D査助
　訟　処　示　及言
　け　遇　し　び’
　る　困　た　現指
　ケ　難　箏　業導
　1　ケ　項　員等
　ス　 1　の　 にの

指ス措対状導　の　殿　す況
　に　指　結　る
つ　導　果　助
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慮　れ　る　切
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の
監
査
は

前

謁
社
第

十
ノ～

号
に

基
づ

特
別
指
導
監
査
の
実
施

善受況導に当　　モ要撰k監当く　て。査r述上
力§　iヒす十麸一徹　　が　　査つと一rい一L一べ留五

う積要’改のの

輔に舗雛
をに応以た職点
徹行じ後め員等
底いrものをに
す’特そ具始つ
る着別の体めい
こ実監改策全て
とに査善を耳哉は
。改L状指員’

の
た

め

の
継
続
的
指
導
の

慮し点福施は
した等祉す会
効監を事る福
果査事務こ祉
白勺班飯f所と事
にのにのと務
実一＋保』所

轄蟷蛎る・検向施し
必日討’に少

八二特’ば査
号○別生な方
通号監活ら針
知通査保なに
参知Lマ護い続
具員　及　r　ま旨　言者　、、

）び特導点て
に五別監に監
分八指査つ査
か。導はい実
れ三監’て施

　　◇
　　指
指　導
導　監
監　査
査　実
の　施
効　上
果　の
的　留
実　意
施　事
　　項
　　な
　　ど

善に
の　、

進⑦
捗の
状一
況般
等監
を査
指後
導の
す適
る当
たな
め時
の期

　q）　　　　　　　　　　　　　　⑦　所．シ　層査に別ケが及しこ節年く
に　す帳にケ　すしス咲齢凝1す題　こ以ま対のを’に1多びたろで度r
改次菟Lつ1まるて≒　層　スる事選の上え象向行次指スい収過は説か生

にいス聖こいr当の対数毎項定特を’福上いに導が』入去’明巨活
記ての　とる暴該者象の　にさ別選各祉を保示を多rのの都す新保
録唾処棟とも力福のケ概そ焦れ指定都事図護す必美自把監道るた護
し　遇討さの団祉い1ねの点た導す道務るの方要認立握査府とに特
そ特上結れに関癖るスニ際を福監る府所も適法とめ助等結県’実別
翻雛紹難讐舞醤蔑塁鎚憂感濡懸捲手騰
のr題改蒐て等がス原目1て務仕と指定あ施り福る促のか定そて監
糧ケ曝善　は関rを則途スー所組さ定1純と一祉L進受ら都のい査
狽講鍔豊魁・離駿響・凝霧警謹題晶鎧
轍灘謬蕎雛舞縫響縦裟翠懸鰍
と台等討　討と【特年なケ施問　　 かを　一監象特る題産施と本咋

め護こ確く検全意　　　　　㊥
ののと認’討ケ点最れ是をr　ヒ
効適に監rす1を後て正中ケ更ア
果正よ査一るス述にい改心1にリ
的実りを般このべ’る善にス’ン
な施’連監と二るr　状’指一グ
方と対動査だ割と特　 況都導般、
法実象さLけと’別　等道台監巡
に施福せそにいこ指　の府帳査回
つ水祉てれ意うの導　轄県一か指
い準事有に義数監監　認。にら導
ての務機続が多査査　を指登概等
　向所的くあくは一　行定載ねを
都上にに特るの’実　う都し六実
道をお実別のケた施　こ市たか施
府図け施指で1だ上　と本ケ月す
県るるす導はス単の　と庁1後る
　た保る’なをに留　さがスに。

効検r年向めな指
果討特度上るつ定
的し別のをこて都
な、指実図と知市
実必導施るに恵本
施要監にもよを庁
にな査当のり出と
留改L一つで、し対』
意善のてあ適合象
すを手はる正い福
る加法’D実工祉
必えや五従施夫薯
要目効十つとし務
が的果八て爽’所
蓼嚢年五難杢
　つ十度十準に体
　た分の九の努と

（六）o⇒四1翠訓→モ
　れ　い
入て長る診診医保医
院い期発療療師護療
患る入
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日

用

費
の

取
扱
は

適
切
に

行
わ

れ

て

か

長
期
外
来
患
者
に

対
す
る

療
養
指
導
は

適
切
に

行
わ

内録’の扶
容の看実助
力・　言己　護　方笹　受

ら載費・｝ぜ幾給

み及等関者
てび医とに
’保療の対
医存従協す
療は慕力る
要適者関適
否切は係切
意に確はな
見行保円処
書わさ滑遇
はれれに確
適てて行保
切いいわの
にるるれ状
記魔カニて況
載　　い
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て

か
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の保法
変す令社
遷る及会
にこび福
伴と通祉
いは知施
　も等設
入とをの
所よ遵運
者り守営
及’しに
び近適当
そ年正つ
ののなて
家社運は
族会営’
等情を関
の勢確係

ばの常二
な拡に1
ら充こズ
なやうも
い入し複
o所た雑
　者二多
　処r様
　遇ズ化
　のにの
　向即傾
　上応向
　にしに
　努たあ
　め施る
　な設の
　け機で
　れ能’

社
会
福
祉
施
設
の

入
所
措
置
関
係

の

入昭1
所根
措五1
置十1
及九1・び年1

福躍

鋸
支る！

難i
務福）
羅i
る設）

項指
藷i
眼査ン
点実i
箏繁

題
雛
舞
融
誌i
。事～＿＿、＿．、

指社
導会
監福
査祉
方に
針係

る

導法理設
監人事の
督運会私
が営’物
必’監化
要施事を
で設の排
あ運機除
る営能す
。にをる
　つ最た
　い大め
　て限に
　一には
　貫重’
　し視法

た』人　あ書のとて預充措にセを本　がン設　とい　だ会不計給が問る
指　の輝灸に購いいり当置流　得財不あ経長不はてまに計備画食未題とし

よ入つる金し費用理な産祥る営の祥誠
り物たも’てをし事いを事
措品幹璽遺い不て長で理件
置の部　留る正いが担事の
費水が④金もにる経保会内
を増共理をの受も営にの容
横し謀事横’取のす入承を
領請し長領③り’るれ認み
し求て’し施法②病てやる
て’給施遊設人架院多厚と
い又食設興長の空等額生’
るは材最費が償職のの大①
結暮箸繕灘借敷
等領の務使者源よ資金認の
で収他長つのにり金を可基

　　　　　夷多経あの時充”か
。一一r事に不　く理る策間足例施し
に施件遺祥一み事い定及’え設な
陥設の憾事部ら務は）び②ば運が
つの原で件のれがそ等し入’営ら
て私因あが社る不のが好所①の’
い物はる今会
る化、。な福
点L法　お祉
にで入　跡法
共あ理　 を人
通り事　絶立
的r長　た施
なワ又　な設
問ンは　い1二
題マ施　こお

。適内不調者寮基最
切容十査の母礎近
等が分’処等的の
の実、入遇の事監
監態③浴（直項査
査と給回健接に結
指遊与数康処つ果
摘縫規’管遇いか
が　程処理職てら
未④が遇’員のみ

　121　ω一
く　置
掛入の入収
置所状所容
の措況時措
変置
更後
状の
況実
　態
　把
　握
　と

　れ
　に
　基
　づ

に置
おの
け適
る確
要な
否実
判施
定
に

基
づ
く

措

置

等第
の一
適’
正福
化祉
の事
推務
進所
　に
　お
　け
　る
　収
　容
　措

要防運祉令　 とのに　努か健とを法　然のか設所し
が止営法及指こ推’こめら全自発人しと管ら給措て特
あにの人び導ろ進rのる注な戒生及たし埋本与置はに
蒐重適等関監でL第よよ意施をさびがた費部等等”
　点正の係査あに喜ううを設求せ聾つ対加盆改の①不
　を化事通の蒐関　な指喚運める眠て処算訓善停法祥

お’業知爽
い特経等施
たに営のに
指不基遵当
導律盤守つ
監事の状て
査例確況は
に発立”努生’②①
めの③社関
る未施会係
必然設福法

し社観導起営’こ関’が相へ費止人事
て会点す』を入と係指必当のの又役件
新福かる　行所の者導要分民減は員の
た祉灸必施う者なに監での間額措讐発
に法　要設よ処い対査あ繰施措置の生
事人本が運う遇よし壁蒐入設置替交を
霧年舗舞‡階碑④嶺楚
追営度こ適ゆ位分不い　停等施③②施
加適楼蒐正るとな祥て　止改設民新設
し正　　化角し注事は　等善会間規に
た化特　に度た意件’　厳費計施入対
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つく庫をてる主定の特　すた置　が　設入費て　樹（2以り　三　㈲
いな補含階必たに被別まる適にな適監入所の’福　　　体’額　況
てい助め層要る当措養共こ切関蔓正査所者支要祉世入世障食の主

。にな国スいすに決ム　導じ措般施る置し　　身税

ω　 こ

　設’
本）費
人　用
の　徴
収　収
入　 の

額　適
及　正
び　実
必　施
要　（
経　老
費　人
の
　　福
定　祉
状　施

　（4）導分夷映些楼　（3）よ合てに　（21め状珊対め曙員ら等戦　19一＝

碍難號讐醗蕪鷲礪徽鎌覧姦鐵騨罐製

　運　指のま反ま画　　に場れと　　努0）人にたと職か行

の

推第
進二

社

福
祉
施

設
運
営
の
適
正
化

碇応修指かのつ直が基
　し等導か両い接国準
各たのする面て処の上
職入状る施には遇示の
員所況こ設支’職す充

を　のつに員たい　⑥導咲等　え支遊施とと及つ　　　⑥指みてをい則
図二　いなのな旗職　す　の職る績離設云なびてrイア　導らいみなの管
る1職てる勤い講員職るそ観員支　（がえつr　給　　給すれるるい労理
たズ員強の務施　の員この点待給規例みるて初規与俸給与るるもと例働規
めにの力で条設萱総配菟適か遇）程えらカ1始任程規績与規このの’は基樫
に即研に　件にに数置　正らのしにばれ　め給本程　規程とでと一極準

を者
機処
会遇
あの
る向
ご上
と等

菟に障入員基足
　はを所が準状
　そき者基数況
　のた処準に
　充す遇数満
　足こ’にた
　にと職満な

なも公て定’るこて格文L諸程の∪そ爽部く監就
運規正いめ規ほれ名付はは手と整　の態の少督業
月i程イ旨るら程突ら実基も’当支備　適が施数署規
をを　施れに　がと準と就の給及　正遊設でへ則
図整人設て定給整もLよ業支のぴ　な離にあのの
る備件がいめ与備にのり規給実運　運しおる届制
よさ費みるの規さ“三、貝IJ状態用　 用てh、カご出定
うせのら支な程れ給要rの況　状　をいて’が及
弓螢る適れ．給いとて与素糸含一　　 況　 図る1よそなび
ヵと正乾率手実い規が与部　　　　るも’のさ就
にと支　を当態な甦皿表で　　　よ0）定内れ業
指も出　超のがい　体Lあ　　　　うがめ容て規

うの護ら　　㈲るら基準に　㈲す間改生
指介が夜夜状　 この準一つ入　るに善活入
導誕不間間況夜菟施をにい所入よつに慣所食入
す需十にに
る要分おお
こになけけ
と応実るる
　じ態オ職
　たがム員
　処みツの
　遇ら交勤
　がれ換務
　確る等体
　保のの制
　さで入の
　れ’所不
　る夜者備
　よ問介か

間
に

お

け

る

オ

ム

ツ

交
換
等
の
介
護
の

〔1）こと機と

設下定て者浴ういつ習老事所
に璽め楼の甘旨ていかの時音
対るら　入健導はてら生間麺
し施れr浴康す’指み活等遇
適設て施’診る少導て時生の
正がい設健断こなす問間活確
実みるの康及乾くる題の時保
施らが設診び
にれ’備断衛
つる実及及生
いの態びぴ管
てでを運衛理
指　み営生の
導こるの管状
すれと基理溌

とこが設間
もとあ定の
十。るが設
七特場一定
時に合般状
以夕は家況
降食そ庭
と時のの

　　　るて払ヤ、　（8）質1二
Q器の従とはうて多　の、
の緊つこ関必は数災向研
定密てろ係要’の害上修
期な防で方が不入事を会
点連災あ面あ断所故図等
検携詳十るかりか者防るに
等’画。ら’らの止よ参
を避の　もこ防人対う加
行難樹　注れ災命策指さ
う副11立　 意ら1こを等導せ
よ練’　が防は預のす’
うの所　喚災細か状る常
指実轄　起対心る況こに
導施消　さ策の聾　と職
す’防　れに注設　 員

る消署　てつ意に　　の
こ防等　いいをお　　資
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（エ1三二と工と1こる

　　。賃も応のこ産
経経
理理
規事
程務
のの
運適
用正
状な
況執
　行
　の
　確
　保

　　　　　⑥を能てス等
　　　　　　樹な入をに入映
のにじでの施事立限所行即所状入
支　た省事設業すり者うし者況所
齢作授略項）収るこのたての　者
等業産すに
が量科るつ
行等目がい
わをの’て
れ十選入は
る分定所’
よ考や者例
う慮評個年
指し価々言羊
導たを人述
す適行のし
る明う適て
こなと一1生h、

入よれ意め’心
及うを具に物身
び指反　は心の
ヱ導映要’両状
賃すし望あ面況
支るた等らかや
払こ個をゆら生
いと別くる適活
の。のみ機切上
状　処あ会なの
況　遇げをサニ
（　方’通l　l
授　針可じビズ

㈲こ慮設てホ

の

『

ズ

の

把
握
と

処
遇

の
反

　　　　　る来るがた状　　＠
乾し入い1まも’者’結堤施に
　た所るム共の朝が一果　設複嗜
　献者もの　が食い部等入給合好
　立のの給特みをるのを所食施調
　内嗜が食別らパに施反者に設査
　容女そみを養れンも設映のつに’
　で　ら同護る食かにし嗜いお献
実健れじ老。のかおた好てけ立
施康る献人　 みわい献調はる等
す状が立ホ　にらて立査’状の
る態’表！　よ丈　がに入況給
よ等そにム　り　米必よ所）食
うのれよと　実施食要つ者　の
指特ぞり養施設をての状導性れ実護　し開希で得心　況
すをの施老　て設望あら身　（
る考施し人　い以するれの　特

れでな貸　等
てあい借繰会
いる場に出計
るか合　し相　　　つからに　 の互
等’限い状間
にこりて況に

れ例礒　　〔4）るを経か医べし計　　（3）が制確拠入
が外　施お　こ明費ら師きてで会に　行シにと支施約
貸鞄再設け算蒐確の支’経い支計お本わス整な出設書伝
借にに会る設　に支出看費る出事U部れテ備るのの等票
等認経討貸会　し出し護（もす務る会るムす書状会）’
がめ営と借計　適にて婦例のべの会計よのる類況計の帳
適ら上他又と　正あいのえ’き処計’う中と（を経整簿
正れや会は本　なたる給ぱま経理所特厳でと領明理備’
にるむ計繰部　経つ例与診た費状属別格ガも収らはの証
行もを間入会　理てが等療’を況区盆にラ咲書か嘗状拠
わの得の殻計　皇倭少）所特施を分計指ス　　にに況書

行　なを業別設みの及導張職契す公
う会く全務会会る状びすり員約る正
よ計な額に計計と況施るの相書記を
う所い施従でか’　設こ事互等録期
指属の設事支ら本　会と務の）及し
導区で会す出支部　計。処けをび’
す分　計るす出会　間　理ん明証収

㈲こはも支それ（
　と経0）払のて不今

類

領
収
書

契

9理等い運い動日
規がに用な産な
程みつ状い台お
どら㌧、況も帳経
おれてをのヤ理
りる大みがf昔規
執の半るみ入程
でテでがとら金に
す’現’れ台基
る運金物る帳づ
よ用で品こ等；く
うに行購と）会
指当つ入’が計
導たてにま整諸
すつい伴た備帳
るてるう’さ簿

指産問に可娩建
導に題供を訊物社
すつとす得長の会土不
る秘、なるな等一福地祥
とてつこいが部祉’事
とはたとで理を法建等
も常例等処事社人物未
ににがに分会会のの然
’適みよ又の福基登防
必正らりは承祉本記止
要なれ’貸認法財簿対
に管る不与や人産謄策
応理の正あ厚ので本の
じをで事る生理あと確
関行　件い大恥るの立
係う基とは臣長土突
書よ本し担の又地合
類う財て｛呆言忍は、

ω四と務必
り処ずま
理本た
が人’
適か本
正ら人
に受支
行領給
わの金
れ証を
るし支
よを給
う取す
指るる
導等場
すそ合
るのに
こ事は

と処特額
。理にが入金
　が事多所晶入
　適故額者の所

（7）とづて

切防にの取者
に止の預扱預
行のぼりいり
わ観る金の金
れ点例及状’
るかがび況本
よら少遺　人
う’な留　支
指そく金　給
導のな品　金
す嬬些蓉
る又でそ　遺
こは　の　留

　　　（ω行収繰の　㈲つ
きいこ　う入入使施　い
　るの剰よのれ途設預て
適の事余う使しの会貯審
正で項金指途て状計金査
な省にの導にい況の利確
運略つ発すつるを預息。認
用すい生るい例み貯等す
にるて原こてがる金運る
つがは因とはみとか用必
い”とて関前使
指係年途
導諸度状
す轟況
るに述
こ基し

“特ら’ら収要
陪れ法患入が
適る人づのあ
正の本る使る
なで都運途こ
経’会用状と
理運計収況。
を用に入

　⑥正な施熱　⑥突預　　㈲必ひ指は費よ　　（3）をじ実で不り　　　12）の
会ない設水措倉金指食要よ導不’ういと霧て態’正措架会（突鈷内支の会費置措　高導　現なう監正設書わの工認　を糧に置空保出職合
賛部出で計　費置確と監聾金場書査支備類ゆ突事す関十導支費職険勤員を
任けが　か火対費認銀査認及合類に出費をる合契る係分監出を員料簿の行
者ん行措ら災象対を行時
と制わ置支保外象行の及
出制れ費出険経外う発び
納度るのさ料費経こ行各
職のよ支れ及で費とす年
員確う出てびあへ。る度
と立指にい土るの　残の
の状導当る地職支　高決
兼況すた例の員出　証算
　　るつが借宿の　明書務　こて少料舎有　書の
を　菟蛙な等の無　と銀
避　　適くが光　　 の行
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的　IDて導定貧く運い曳を部知
な定　　のし　な営の　求の及こ
約款定法徹た補いのが依め運びの
束は款人底の完の不現然て営指毒
野’とのをですで適状ときが導項
項社事組図、る、切でした図監に
で会業織るそ意従にあてとら査つ
あ福内運この味来起り不これ等い
り祉容営と趣での因’祥ろるをて
　法の基。
当人状盤
該自況の
法ら
人か
の定
行め
うた
事公

確
立

旨本主しそ事でよ通は
を年眼てれのあうじ’
十度事㌧、ら発る才旨て従
分よ項るの生u導適来
踏り等も中力｛し監1Eか
ま新をのに跡か査なら
えた整もはをしの法関
　に埋少法絶な強人係
指設統な人なが化本通

の

推第
進三

社

福
祉
法
人
の
運
営
適
正
化

管監なヴ）いて加　　ω0）1似ぞ之
に査運嘆職い入本へ　蜥置
よに用　員る資制の社備帳必内
り当に本を施格度加会に簿要部
確たつ制加設がへ入福つ等にけ
認つい度入があの状祉いを応ん
すてて0）さある力口～兄力包て検じ1湖
るは指趣せる職入等設指査随組
こ’導旨てり員状4）職導さ時織
とそすをい一を況確員すせ内を
　のる十る方未に，認退るる部確

力11と分方琶、力［iっ
ノ、と珂lr没力li入』、

状も解も入のて
況1こさみ資まみ
を’せら楕まる
名指適れ0）とと
書導量尊IEるなし、

職こな監☆二
手とど査す
当。の担る
蒲麟と
制　休にと
農：　lt】し1よも

に整のて響者還　㈲確ばさはつ分行い
把備点先に等計無　になれ施てになるこ状
握後をづつに画理借記らる設も機わのの況
しに十施な対z〉f又入録な事運過自旨才τで喜
所お分設がし運は金しい項営言をて省項
要い審整るて営ず償て9がにで果い略は
鱗馨禰搬轄建鞭鮭震箭
導借る画ス金不な爾よ’る聚qい否費年
を入必をがを、iE資及うそ毎　しるか　度
行金要認少強支金び指0）にそたかは施に
うのがめな要出計償導審開のが否一設お
必償あるくす又画還す議催審つかに運い
要還る際なるはにのる内さ議てに理営て
が状力1に陀等施基状こ容れが’あ事が詳
あ況　こ　の設づ況菟等な必理る会適述
るを施れ従不入く　　をけ要喜とが正し
こ常設らつ祥所償　　明れと会言十にて

　う導多等を　勧て定みう人業
　厳監数特み社　い款ら所鉱箸
窪1［E査含別る傘役るにれ要施を
　ににまなと佃員串証るの設定
会指あれ関’祉の業載の手おめ
等導たて係定法構をさで続いて
のすつい又款入成確れ　がてい
開るてるはのの状認て指行事る
催こは例同規理況すい導な業が
　と　が種定嚇
審」定みのに会
議　款ら職違を
及　をれ業背構
び　遵るにし成
議　守のあてす
箏　すでる’る
録　る’者親役
のよ指が族員

るる監わの’
こ纂査れ廃一
と業にて止都
　と当い
　実たな変社
　際つい更会
　にても等福
　行はのに祉
　つ’が伴法

　（31うと的産て施る位に楼　　12）よ処費等務入力1則に　111モな・トて　⑥乾
社　指とにの経設この供　社の　う理をに費金　一つ社　　わ分は監
会財導もよ区理のと財すす会状基指に支おのの実にい会法適れなな事監
福産す咲り分し増と産るべ福溌本導つ出い執償施よて福人正る監らに事
祉のる　区にて築さを不て祉　財すい）て行還状りは祉本なよ査ずよの
法処こそ分つい等れ運動の施
人分とのしいるにて用産施設
の’9財定て例伴い財等設を
定担　産款はがうる産をに運
款保　 をに’少財がと基つ営
に提　適も当な産’し本いす
お供　正明該くを実て財てる
い等　に確財な運態区産そ法
ての　管に産い用を分との人
’状　理記のの財みしし施に
塾況　す載使で産る管’設あ
本　　るす用　とと理そのつ
財　　よる目財し’すの用て

産るてが、等の況定、法判～会うが∬liる監
及こはみ会に履をめr人会計指行薯監査
びと準ら議不行みら社の計経導なの査の
運
用
財
産
等
の

理
区
分

｝則れ費適’るれ会経の理すわ業は実
どるの切寄とて福理執のるれ務形施
おの名を附’い祉に行執こ必執式状
りで目欠金資る法か状行と要行的況
適’でくの産と人か況と’な全な
IEこ多面取のこ経る　資　指般も
にれ額（扱管ろ理事　産　摘にの
取がの理い埋で規務　管　等く）で
扱事会琳”あ程処　理　がいあ
う務食会夢借る準理　　　行てつ

査纂め義述　導場て解∫と0）産
の唄各　べ以す合い　いす議を
実を都社てキるはるこうる決処
施適道会き　 こ予例れるもを分
に宜府福た今とめがにこの得又
努追県祉が年P必み違とにたは
め加（施’度　要ら反とつ後担
らす市設この　なれし定い’保
れる）のれ指　手る’めて厚に
た等の適ら導　続σ）売ては生供
い’実正の監　をで却い’大す｝効　1青　な　諸　査　　　行　　、　又　る　そ　臣　る

　果に運点方　う処はにのの場
　的♪芯営を金ト　よ分担も註忍陽忍合
　なじを十に　う等保か可可は
　指必図分つ　十をにかをを理
　導要る踏い　分行供わ得必事
　監なたまて　ま旨うしらて要会
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三　つ害の持況　行害処
以まて程事あをしう程理障　9
ヒたい度実るみかこ度の害定
で’るにのいるしと認碁程
あ例も該みはと、が定本度
るえの当を1’各必基にの
もばがすも級2実要準か認
の両あるつの級施でにか定
等眼るとて障の機あ基るは
、の　q

明視
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かの
に和
手が
当O
支・
給○

名関
簿にこ
がおの
不いよ
備てう
ではな
あ’事
るし例
等ばが
にし見
趨ば受
因有け
し期ら
て認れ
い定る
る対実
こ象施
と者機

し’
て手福体に9
支当祉障お
給支年害け
の給金者る
認要を手認
定件受帳定
をの給をの
行障中所状

害身関るづ事
き項福
慎で祉
重あ手
かる当
つの支
的で給
確’箏
に障務

訟
口”　障
断　虫
漣≧　　ロ

尼　程
よ　度
る　認
障　定
害　の
程　適
度　正
の
適　化
正
な

認

　あ主めび度
以る眼ら都の福
下。点れ道指祉
　　及た府導手
そ　び問県監当
の　着題が査支
概　眼点実方給
要　点等施針裏
に　 カ§をしに務
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